Shakespeare in Japan : (2) Rintaro Fukuhara and his Interpretation of Shakespeare by 中田 佳昭 & Nakata Yoshiaki
日本におけるシェイクスピア
- (2) 福原麟太郎 と Shakespeare-





































































































































る｡ 中野は, 明治以来日本に紹介された英文学は殆んどが19世紀ロマンティシズム,そ し




























































































































































































請,批評,随筆等は,国民の教養,文化の質 と深 く係わるものであった｡坪内遭遥の ｢型｣
と福田佐存氏の ｢実存｣ との間にあって,中野の場合と同様,福原シェイクスピアの特徴を
｢教養としてのシェイクスピア｣ とい う観点からとらえることができるであろう｡シェイク











(6) 中野好夫編 『シェイクスピア研究』(新月社,昭和24年)あとがき p.3210
(7) 福原鱗太郎 ｢日本の英学｣,『福原聯太郎著作集｣〔以下 『著作集』と省略〕第9巻 (研究社,昭
#44*)p.3070
(8) 福原麟太郎 ｢英語教育論｣,『著作集』第9巻 (昭和44年)p.150
(9) 福原鱗太郎 ｢叡智の文学｣,『著作集』第10巻 (昭和44年)pp.ll-20参,H.1'i｡
(10) 同上｡
(ll) 寿岳文章 ｢英文学を生きぬいた人｣,『英日L清 年- 福原麟太郎氏池悼特集』 (研究社,1981年
6月号)p.loo
(12) 中野好夫 ｢イギリス文学と外来文化｣,『中野好夫集』第5巻 (筑摩書房,昭和59年)p.274参照.
(13) 福原麟太郎 ｢この世に生きること｣,『著作集』第6巻 (昭和44年)p.2170
(14) 注(13) 前掲書 p.4210他に ｢現代文学研究の意味｣,『著作集』第10巻参/Ef.礼
(15) 福原麟太郎 ｢文学的方法｣,『詩心私語』(文芸春秋社,昭和48年)pp.349-3500
(16) 福原麟太郎 ｢英学復興｣,『著作集』第9巻 p.50
(17) 福原麟太郎 ｢覚え書｣,『著作集』第1巻 (昭和44年)pp.498-505参Ili.0
(18) 福原麟太郎 ｢私とシェイクスピア｣,『著作集』第1巻 p.1250
(19) 福原麟太郎 ｢大人の文学｣,『愚者の知恵』(新潮社,昭和32年)pp.77-78｡
(20) 注(17) 前掲書 p.170
(21) 荏(19) 前掲書 ｢大人の文学｣参照｡
(22) 注(9) 前掲書 ｢叡知の文学｣参照｡
(23) 例えば ｢沙翁劇三十年｣,『著作集』第8巻,さらに ｢シェイクスピア劇の解釈- 福 田恒存諭
- ｣,『細原鱗太郎随想全集』第4巻 (福武書店,昭和57年)等参照｡
(24) 福原麟太郎 ｢俳優修業注文状｣,『著作集』第9巻参照｡
(25) 注(15) 前掲書 ｢詩心の喪失｣p.307｡
(26) 『英文学研究』第25巻 No.Ⅰ(昭和23年)O
(27) 例えば ｢東京教育大学最終講義｣(昭和30年2月26日)- 『英語占年Eu (昭和30年6月号掲載)0
